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対
馬
の
夏
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
２
０
０
４
厳

原
港
ま
つ
り
・
対
馬
ア
リ
ラ
ン
祭
」
が
８
月
７
、
８

日
の
２
日
間
、
猛
暑
の
中
、
厳
原
町
で
開
催
さ
れ
、

観
客
数
３
万
２
５
０
０
人
（
内
韓
国
人
客
１
４
０
０

人
）
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
は
、
７
日
、
午
前
10
時
の
水
上
棒
取
り
合

戦
で
開
幕
し
、
昼
か
ら
は
子
ど
も
み
こ
し
が
、
町
内

15
地
区
、
約
5
0
0
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
ろ
い
の
ハ
ッ
ピ
を
着
た
子
ど
も
た
ち
は
、
対
馬
南

警
察
署
を
出
発
し
て
厳
原
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
近
く
の
メ

イ
ン
会
場
ま
で
の
約
３
㎞
の
コ
ー
ス
を
、
元
気
に
み

こ
し
を
担
い
で
歩
き
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
で
は
、
午
後
２
時
30
分
か
ら
海
上
保

安
部
の
「
１
日
部
長
」
「
１
日
船
長
」
の
任
命
式
や

巡
視
船
「
で
じ
ま
」
の
体
験
航
海
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

５
時
30
分
か
ら
は
「
演
芸
の
夕
べ
」
「
対
馬
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
」
の
任
命
式
、
園
児
の
踊
り
や

鼓
笛
隊
、
陸
上
自
衛
隊
の
太
鼓
、
韓
国
の
舞
踊
な
ど

が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
８
日
は
、
午
前
８
時
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
舟
グ
ロ
ー
大
会
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ

ョ
ー
な
ど
が
メ
イ
ン
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
、
朝
鮮
通
信
使
行
列
は
、

自
衛
隊
音
楽
隊
、
ペ
ギ
ン
セ
舞
踏
団
、
通
信
使
行
列
、

女
性
・
子
供
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
行
列
な
ど
約
4
3
0
人

が
、
対
馬
市
役
所
近
く
の
金
石
城
や
ぐ
ら
門
を
出
発

し
、
韓
国
の
伝
統
舞
踊
や
音
楽
を
披
露
し
な
が
ら
、

約
２
㎞
の
コ
ー
ス
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
沿
道
を
埋

め
た
観
客
は
、
華
や
か
な
行
列
に
大
き
な
歓
声
を
上

げ
、
手
に
し
た
カ
メ
ラ
で
次
々
と
写
真
を
撮
っ
て
い

ま
し
た
。

　
行
列
が
メ
イ
ン
会
場
に
到
着
す
る
と
国
書
交
換
式

の
再
現
が
行
な
わ
れ
、
正
使
役
の
安
準
泰
（
ア
ン
・

ジ
ュ
ン
テ
＝
釜
山
広
域
市
政
務
副
市
長
）
と
宗
対
馬

守
役
の
木
谷
博
昌
助
役
が
日
韓
両
国
の
友
好
を
約
束

し
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
の
最
後
は
、
２
０
０
０
発
の
花
火
が
夜
空

を
彩
り
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。
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